
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
と
岐
阜
大
学
に
お
け

る
教
育 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

岐
阜
大
学
学
長 

吉
田
和
弘 

岐
阜
大
学
で
は
「
東
海
国

立
大
学
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
を
中
心
と

し
た
教
育
体
制
と
環
境
の
確

立
」
を
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に

掲
げ
、「
国
際
通
用
性
の
あ
る

質
の
高
い
教
育
の
実
践
」
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け

て
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

東
海
国
立
大
学
機
構
が
発
足

し
て
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
そ
の
間
の
活
動
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
、
学
生
ス
テ
ー
タ
ス

シ
ス
テ
ム
、
地
域
活
性
化
人

材
育
成
事
業
（S

P
A

R
C

）
の

三
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

東
海
国
立
大
学
機
構
が
掲

げ
る
デ
ジ
タ
ル
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
構
想
に
関
連
し
て
、
岐

阜
大
学
で
は
、
ハ
イ
フ
レ
ッ

ク
ス
型
講
義
の
実
施
環
境
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

教
育
に
お
い
て
は
名
古
屋
大

学
と
連
携
し
て
、
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
育

推
進
・
学
生
支
援
機
構
基
盤

教
育
セ
ン
タ
ー
が
展
開
す
る

全
学
共
通
教
育
で
は
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
や
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
を
幅
広

く
学
べ
る
環
境
の
整
備
が
進

み
、
文
理
横
断
的
・
異
分
野
融

合
的
な
知
を
備
え
た
人
材
の

育
成
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
に
は
こ
の
よ
う
な

充
実
し
た
全
学
共
通
教
育
を

十
二
分
に
活
用
し
、
自
身
の

掲
げ
た
夢
の
実
現
を
目
指
し

て
コ
ロ
ナ
新
時
代
を
切
り
開

い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。 

 

学
生
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ス
テ

ム
は
、
学
生
が
自
ら
の
学
習

の
進
捗
状
況
を
客
観
的
に
捉

え
て
、
自
主
的
に
学
ぼ
う
と

す
る
姿
勢
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
導
入
を
進
め

て
い
ま
す
。
岐
阜
大
学
の
全

学
共
通
教
育
で
は
「
進
・
伝
・

考
」
の
九
項
目
か
ら
な
る
基

盤
的
能
力
に
お
い
て
、
教
育

の
達
成
度
を
評
価
し
て
い
ま

す
。
学
生
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
れ
ら
を
可
視
化

し
て
学
生
自
身
が
み
ず
か
ら

の
学
習
の
進
捗
を
確
認
で
き

る
と
と
も
に
、
部
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
な
ど
の

自
発
的
活
動
も
記
録
で
き
る

学
び
の
記
録
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

岐
阜
大
学
で
は
、
こ
の
た

び
地
域
活
性
化
人
材
育
成
事

業
（S

P
A

R
C

）
に
応
募
し
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
大

学
は
、
高
度
専
門
職
業
人
養

成
、
質
の
高
い
研
究
、
国
際
化

を
展
開
し
、
成
果
を
地
域
に

還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
「
地

域
活
性
化
の
中
核
拠
点
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目

標
実
現
の
た
め
、
平
成
十
年

よ
り
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
岐
阜
」
の

事
務
局
大
学
と
し
て
、
岐
阜

県
の
高
等
教
育
を
牽
引
し
て

き
ま
し
た
。S

P
A

R
C

事
業
を

推
進
す
る
た
め
に
、
東
海
国

立
大
学
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
の
も
と
に

地
域
高
等
教
育
基
盤
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
普
遍
的
知

識
・
能
力
を
備
え
、
新
た
な

課
題
に
挑
戦
す
る
人
材
の

育
成
に
よ
り
、
我
が
国
や
地

域
の
未
来
を
創
造
す
る
こ

と
を
最
終
目
標
と
し
て
い

ま
す
。 

 

モ
ノ
で
溢
れ
る
豊
か
な

時
代
に
お
い
て
必
要
な
も

の
は
「
心
」
で
す
。
東
海
国

立
大
学
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
と
と
も
に
、

知
識
・
技
能
だ
け
で
な
く
「
仁

徳
」
を
身
に
付
け
た
学
生
の

育
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
の
組
織
変
更 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
に
は
、
本
部
長
・
副
本

部
長
の
下
に
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
推
進
企
画

室
（
以
下
「
推
進
企
画
室
」

と
い
う
。）
が
あ
り
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
の
活

動
方
針
、
活
動
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
推
進
企
画
室
の
中

に
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。
推
進
企
画
室
で

決
定
さ
れ
た
活
動
計
画
を

実
現
す
る
た
め
に
、
高
大
接

続
連
携
部
門
、
高
度
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
教
育
共
創
部
門
、

シ
ー
ム
レ
ス
数
理
・
デ
ー
タ

科
学
教
育
共
創
部
門
、
ト
ラ

ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー

博
士
課
程
教
育
推
進
部
門
、

人
生
構
想
力
教
育
共
創
部

門
の
５
つ
の
部
門
が
あ
り

ま
す
。 

 

今
回
、
岐
阜
大
学
が
提
案

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

セ
ン
ト
ラ
ル
通
信 

N
o

．3 

令
和
五
年
三
月 

   



し
たS

P
A
RC

事
業
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル

の
組
織
改
編
が
行
わ
れ
、
推

進
企
画
室
の
中
に
地
域
高

等
教
育
基
盤
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、
人
生
構
想
力
教

育
共
創
部
門
か
ら
一
部
委

員
を
異
動
し
ま
し
た
。
今
後
，

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
てS

PA
R
C

事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。 

 

連
携
開
設
科
目
の
開
講 

令
和
四
年
度
に
連
携
開

設
科
目
に
関
す
る
規
定
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
受
け
て
、
令
和
五
年
度
は
、

連
携
開
設
科
目
が
単
位
取

得
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ

ま
す
。
連
携
開
設
科
目
は
、

東
海
国
立
大
学
機
構
に
所

属
す
る
両
大
学
の
教
員
が

協
力
し
て
開
講
し
ま
す
が
、

い
ず
れ
か
の
大
学
が
開
講

を
担
当
す
る
大
学
と
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
講
科

目
の
一
覧
を
表
に
示
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
科
目
の
一
部

は
、
令
和
四
年
度
は
単
位
互

換
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ

ま
し
た
。
両
大
学
か
ら
た
く

さ
ん
の
受
講
生
の
参
加
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

東
海
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

東
海
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
令

和
四
年
九
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
は
、
産
学
官
が
連
携
し

て
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・AI

人
材
養
成
の
拠
点
を

東
海
地
域
に
構
築
し
た
も

の
で
あ
り
、
リ
テ
ラ
シ
ー
レ

ベ
ル
教
育
の
普
及
・
展
開
と

応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
教
材
・

演
習
課
題
等
の
共
有
を
進

め
て
い
ま
す
。 

 

機
構L

M
S

の
運
用 

東
海
国
立
大
学
機
構
に
所

属
す
る
二
大
学
が
コ
ン
テ

ン
ツ
を
相
互
利
用
で
き
る

よ
う
た
め
の
共
通
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
機
構

LMS

の
運
用
が
令
和
五
年
四

月
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
名
称

は
東
海
国
立
大
学
機
構

LMS

、

通

称

は

TACT(Tokai 

Academic 
Combination 

Tool)

で
す
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
学

修
者
は
豊
富
な
教
育
コ
ン

テ
ン
ツ
を
利
用
し
、
学
生
の

学
び
の
振
り
返
り
が
可
能

と
な
り
、
自
発
的
な
学
び
を

継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

T
A

C
T

 

ト

ッ

プ

ペ

ー

ジ
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大
学
教
員
準
備
講
座
と
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

QTA/GSI

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
員
を
目

指
す
大
学
院
生
の
た
め
に

大
学
教
員
準
備
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
院
生

や
若
手
教
員
に

対
し
て
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
第
３
回

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

「
授
業
・
研
究
に

使
え
る
動
画
作

成
法
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
第
４
回
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
授
業
の
運
営
と

授
業
支
援
」
を
扱
い
ま
す
。

今
後
も
、
定
期
的
に
開
催
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
皆
様
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

編集委員会 

編集長 藤巻 朗     副編集長   山田 敏弘 

編集委員    

安部 有紀子、加藤 真紀、北 栄輔、清島 絵利子、古泉 隆、纐纈 守、児玉 英明、小松 雅宏、齋

藤 芳子、白村 直也、竹永 啓悟、橋本 智裕、長谷川 曉人、廣内 大輔、益川 浩一、松井 真弓、

松永 洋介、松本みゆき、丸山 和昭、山里 敬也，和嶋 雄一郎 

岐阜大学開講科目一覧 

持続可能な地域と環境リテラシー 

野外活動実習 

岐阜の自然と人：森、川、湿地の利用とその保全 

アントレプレナーシップ入門 

アントレプレナー実践学 

現代社会とボランティア・地域活動 

高年次教養セミナーⅠ、II 

名古屋大学開講科目一覧 

基礎セミナー（化学実験で調べてみよう）  

基礎セミナー（物理実験で調べてみよう） 

基礎セミナー（時事問題で学ぶファシリテーション）  

超学部セミナー（PBL マーケティング） 

超学部セミナー（現代経営学入門） 

超学部セミナー（目指せソーシャルビジネス起業） 

環境学入門  

Studium Generale A、 B 

超学部セミナー（Summer Camp） 

海外留学準備セミナー 

短期海外研修 A、B（北米） 

短期海外研修 C、D（欧州） 

短期海外研修 E、F（アジア・オセアニア） 

基礎セミナー（時事問題で学ぶファシリテーション）  

https://tact.ac.thers.ac.jp/

